
タイトルのKlara（クラーラ）は、宮沢賢治の手帳にしるされている
言葉で、エスペラント語で「晴」「暖かい」を意味します。
全農の未来がそして世の中の全てが、明るく晴れやかにという願いが
込められています。

味付きほうれん草の
“三色丼”
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料理監修／髙橋ヒサ子
管理栄養士・いわて糖尿病療養指導士

♥材料（２人分）

♥作り方

●豚挽き肉…100g
●Ａ（酒、みりん、醤油…各大さじ１）
●卵…２個
●Ｂ（酒…大さじ１、塩…小さじ1/3、みりん…大さじ１、白だし…少々）
●ほうれん草…150g
●Ｃ（めんつゆ…小さじ１、黒すりごま…小さじ２）
●甘酢しょうが…適量

❶豚挽き肉はＡで煮る。

❷卵はＢを入れ、炒り卵を作る。

❸ほうれん草は茹でて、Ｃで和える。

❹ 器にご飯を盛り、❶❷❸を盛ったら甘酢しょうがを添える。

contents
Let's try cooking …………………………02
特集
「担い手直送規格農薬」の取り組みについて
…………………………………………………03
みんなの分教場 ………………………………06

営農支援リポート ……………………………07
のん活動記 ……………………………………08
純情人 新入職員編 …………………………09
ニュースワイドアングル ………………………10

KLARA vol.838 KLARA vol.83803 02

ࠗ࡜࠻࠷࠶࡟ࠗ࡜࠻࠷࠶࡟ࠗ࡜࠻࠷࠶࡟ࠗ࡜࠻࠷࠶࡟ࠗ࡜࠻࠷࠶࡟ࠗ࡜࠻࠷࠶࡟
ޓ ࠶ࠢࠠ ࡦࠣ ޓ� ࠶ࠢࠠ ࡦࠣ ޓ� ࠶ࠢࠠ ࡦࠣ ޓ� ࠶ࠢࠠ ࡦࠣ ޓ� ࠶ࠢࠠ ࡦࠣ ޓ� ࠶ࠢࠠ ࡦࠣ �

特集

「担い手直送規格農薬」の
取り組みについて 生産資材部（肥料資材課）



１
．は
じ
め
に

本
会
で
は
農
業
生
産
に
係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
に
向

け
た
機
能
強
化
を
よ
り
進
め
る
た
め
に
、今
年
度
よ
り
「
生

産
資
材
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
購
買
事
業
の
主
力
品

目
で
あ
る
肥
料
・
農
薬
・
農
業
機
械
の
取
扱
業
務
を
集
約

し
、
Ｊ
Ａ
の
「
農
家
対
応
」
や
「
人
材
育
成
」
等
の
支

援
を
品
目
横
断
的
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
系
統
購
買
事
業

の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て「
担
い
手
直
送
規
格
農
薬
」の
更
な
る
普

及
・
拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
改
め
て
そ
の
特
徴

や
岩
手
県
内
で
の
利
用
実
績
に
つい
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

２
．担
い
手
直
送
規
格
農
薬
と
は

３
年
前
よ
り
農
家
の
生
産

資
材
コ
ス
ト
低
減
を
目
指

し
、
大
型
規
格
よ
り
も
更
に

大
き
な
「
担
い
手
直
送
規
格

農
薬
」
の
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。「
担
い
手
直
送
規
格

農
薬
」
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

に
加
え
、「
完
全
受
注
生
産
」、

「
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
直
接
配

送
」
な
ど
徹
底
し
た
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
り
、
大
幅

な
価
格
引
き
下
げ
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

「
担
い
手
直
送
規
格
」
は
同
一
農
薬
の
通
常
規
格
（
水

稲
除
草
剤
１
キ
ロ
粒
剤⇒

１
kg
袋
、
水
稲
育
苗
箱
処
理
剤

⇒

１
kg
袋
）
と
比
較
し
約
２
割
～
３
割
の
コ
ス
ト
低
減
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。「
担
い
手
直
送
規
格
農
薬
」
に
は

統
一
ロ
ゴ
で
あ
る
「
メ
ガ
得
」
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
ま
す
。

３
．岩
手
県
内
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑴
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
強
化
に
つい
て

　

�

平
成
29
年
産
用
の
取
扱
品
目
に
つ
い
て
は
水
稲
育
苗

箱
処
理
剤
２
品
目
、
水
稲
初
中
期
一
発
除
草
剤
９
品

目
で
し
た
が
、
現
在
で
は
水
稲
育
苗
箱
処
理
剤
８
品

目
、
水
稲
初
中
期
一
発
除
草
剤
15
品
目
、
水
稲
中

期
除
草
剤
１
品
目
、
水
稲
中
後
期
除
草
剤
１
品
目
と

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
散
布
の

労
力
軽
減
が
図
れ
る
ジ
ャ
ン
ボ
剤
、
豆
つ
ぶ
剤
、
顆
粒

剤
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

⑵
出
荷
実
績
に
つい
て

　

�

初
年
度
、
平
成
29
年
の
担
い
手
直
送
規
格
農
薬
は
水
田

面
積
ベ
ー
ス
で
６
５
９
ha
の

取
扱
い
で
し
た
が
、
今
年

度
４
月
時
点
で
の
取
扱
い

は
４,
２
１
８
ha
の
利
用
実

績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶
講
習
会
の
開
催
に
つい
て

　

�

担
い
手
直
送
規
格
農
薬
の

薬
剤
を
は
じ
め
て
ご
使
用

に
な
る
農
家
組
合
員
向
け

に
、
薬
剤
の
特
長
や
上
手

な
使
い
方
に
つ
い
て
ご
紹
介

す
る
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

�

今
後
も
農
家
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
の
ご
要
望
に
応
じ
て
、

同
様
の
講
習
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

４
．お
わ
り
に

引
続
き
生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
と
し
て
、

農
薬
事
業
で
は
今
回
ご
紹
介
し
た
「
担
い
手
直
送
規
格
農

薬
」
の
品
目
の
拡
大
を
お
こ
な
って
い
く
ほ
か
、
肥
料
事
業

で
は
Ｂ
Ｂ
大
規
模
農
家
対
策
の
利
用
を
す
す
め
、
生
産
者

が
コ
ス
ト
低
減
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

今
後
も
、
農
家
組
合
員
に
更
に
親
し
ま
れ
る
取
り
組

み
と
な
る
よ
う
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
推
進
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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特集  「担い手直送規格農薬」の取り組みについて

【水稲育苗箱処理剤】
アプライフェルテラ粒 200kg　（20ha用）
Dr.オリゼプリンススピノ粒6 20kg×2　（4ha用）
Dr.オリゼパディート粒 20kg×2　（4ha用）
ファーストオリゼパディート粒 20kg×2　（4ha用）
ツインキック箱粒剤 20kg×2　（4ha用）
プリンス粒剤 20kg×2　（4ha用）
ツインターボ箱粒剤08 20kg×2　（4ha用）
ルーチンアドスピノ箱粒剤 20kg×2　（4ha用）

【水稲初中期一発除草剤】
デルタアタック１ｷﾛ粒剤 20kg×2　（4ha用）
デルタアタックジャンボ 4kg×4　（4ha用）
バッチリＬＸ１ｷﾛ粒剤 20kg×2　（4ha用）
バッチリＬＸジャンボ 4kg×4　（4ha用）
クサカリテイオー1キロ粒剤75 4kg×10　（4ha用）
ナギナタ豆つぶ250 2.5kg×4　（4ha用）
コメット1キロ粒剤 10kg×3　（3ha用）
コメット顆粒 80g×50　（4ha用）
エーワン1キロ粒剤 20kg×2　（4ha用）
ガンガン1キロ粒剤 (10kg×2)×2　（4ha用）
ガンガン豆つぶ250 2.5kg×4　（4ha用）
ウィナー1キロ粒剤75 20kg×2　（4ha用）
カチボシ1キロ粒剤75 20kg×2　（4ha用）
シリウスエグザ１キロ粒剤 10kg×3　（3ha用）
アッパレＺ1キロ粒剤 20kg×2　（4ha用）
アッパレZジャンボ 4kg×4　（4ha用）
ベンケイ1キロ粒剤 (10kg×2)×2　（4ha用）
ベンケイ豆つぶ250 2.5kg×4　（4ha用）
トップガンGT１キロ粒剤75 (10kg×2)×2　（4ha用）
トップガン250G 2.5kg×4　（4ha用）
ジェイフレンドジャンボ 4kg×4　（4ha用）
キマリテ１キロ粒剤 20kg×2　（4ha用）

【水稲中期除草剤】
ワイドショット１キロ粒剤 20kg×2　（4ha用）

【水稲中後期除草剤】
ブイゴールSM１キロ粒剤 20kg×2　（4ha用）

＜担い手直送規格の拡大推移＞　（H31.4 月時点）

担い手直送規格 H31年 H30年 H29年

品目数（品目・剤型） 32 24 18

使用面積　（ha） 4,218 4,800 659

※全農HPから引用

■
ご
注
意

　
※
小
分
け
で
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
完
全
受
注
生
産
の
た
め
、返
品
で
き
ま
せ
ん
。

　
※ 

Ｊ
Ａ
の
専
用
注
文
書
に
よ
る
期
間
限
定
の
受
注・配
送

と
な
り
ま
す
。

担い手直送規格イメージ 担い手直送規格統一ロゴ「メガ得」マーク



「
農
家
手
取
り
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、今
年
度
か
ら

新
た
に
県
内
全
て
の
J
A
に
モ
デ
ル
経
営
体
を
設
け
た
水
平

展
開
を
行
い
ま
す
。そ
の
中
で
は
、過
去
3
か
年
J
A
新
い
わ

て・
J
A
い
わ
て
中
央
管
内
で
取
り
組
ん
だ
11
モ
デ
ル
経
営
体

の
実
証
結
果
と
と
も
に
、新
た
な
実
践
メ
ニ
ュ
ー
も
加
え
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。本
号
は
、新
た
な
実
践
メ
ニ
ュ
ー
で

あ
る
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た「
J
A
全
農

営
農
管
理
シ
ス
テ
ム　

Ｚ-

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」を
紹
介
し
ま
す
。

◇
モ
デ
ル
経
営
体
へ
の
実
践
メ
ニ
ュ
ー

今
年
度
新
た
に
モ
デ
ル
経
営
体
と
な
っ
た
9
戸
は
、全
て

農
事
組
合
法
人
・
株
式
会
社（
名
称
等
詳
細
省
略
）で
あ

り
、経
営
規
模
は
全
て
概
ね
30
h
a
以
上
で
、う

ち
2
戸
は
1
0
0
h
a
以
上
で
す
。
ま
た
、そ
の

管
理
す
る
圃
場
数
は
数
百
筆
か
ら
、千
筆
を
超
え

る
経
営
体
も
あ
り
、そ
の
大
部
分
は
白
地
図
に
手

作
業
で
管
理
履
歴
等
を
記
載
し
て
管
理
し
て
い
る

状
況
で
す
。

本
会
で
は
モ
デ
ル
経
営
体
に
対
し
て
、圃
場
作
業

の
効
率
化
や
経
営
規
模
の
拡
大
な
ど
の
支
援
に
も

繋
が
る
よ
う
に
、「
J
A
全
農
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム

　

Ｚ-

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」の
導
入
を
実
践
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
位

置
づ
け
、そ
の
本
格
導
入
に
向
け
て
、不
慣
れ
な
方

に
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
実
演
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

◇
ク
ラ
ウ
ド
型
営
農
シ
ス
テ
ム

「
Ｚ-

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」（
H
30
.
4
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開

始
）は
、本
会
サ
ー
バ
ー
と
経
営
体
が
所
有
す
る

P
C
端
末
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
形
態（
ク
ラ
ウ
ド
）で
す
。具
体
的
に

は
、圃
場
の
位
置（
地
図
）情
報
と
必
要
な
管
理

項
目
等
を
E
x
c
e
l
デ
ー
タ
で
入
力
・
管
理
し

ま
す
。ま
た
、現
場
か
ら
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
端
末
で
確
認
・
入
力
が
可
能
で
す
。利
用

料
金
は
、経
営
規
模（
登
録
す
る
圃
場
筆
数
）に
応

じ
た
定
額
制
と
な
っ
て
お
り
、初
期
費
用
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

◇
活
用
例

○ 

作
業
内
容
を
記
し
た
地
図
の
作
成・変
更
が
可
能

で
す
。（
最
大
Ａ
０
サ
イ
ズ
ま
で
を
分
割
印
刷
）

○ 

作
業
内
容
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・タ
ブ
レ
ッ
ト
で

確
認
で
き
、効
率
的
な
圃
場
管
理
を
可
能
に

し
ま
す
。

○ 

栽
培
履
歴
管
理（
作
業
日
・
品
種
・
収
量
他
）、

圃
場
台
帳
の
シ
ス
テ
ム
登
録
が
で
き
ま
す
。

○ 

圃
場
の
特
性（
排
水
性・地
力
ム
ラ
他
）や
作
業
リ
ス

ク（
進
入
路
の
状
況
他
）の
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

○ 

収
量
の
良
し
悪
し
に
応
じ
た
管
理
・
改
善
法
の

情
報
共
有
も
可
能
で
す
。

農家手取り最大化プロジェクト」の
新たな実践メニュー

営農支援部　営農技術課
技術主管

小菅  裕明

問い合わせ・確認は次のとおり

⃝JA全農いわて
　営農支援部営農支援課
　TEL.019-601-2916

⃝HP（JA全農
　　　スマート農業推進室）
　https://z-gis.net/99/

無料のお試しが1か月間
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◆
営
農
支
援
部
機
構

TRY
!

Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む
自
己
改
革
・
経
営
基
盤
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

総
合
窓
口
機
能
・
大
型
生
産
者
対
応
を
担
い
ま

す
。ま
た
、担
い
手
経
営
体
の
所
得
増
大
・
生
産
基

盤
確
立
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、技
術
的
な
視
点

か
ら
の
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
． 関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
総
合
的
な

営
農
支
援
の
実
践

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
生
産
振
興
・
労
働
力

の
確
保
・
反
収
向
上
に
よ
る
手
取
り
増
大
・
Ｊ
Ａ

経
済
事
業
の
利
用
拡
大
等
、Ｊ
Ａ
個
別
に
作
成
し

た「
営
農
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」を
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

２
． 農
家
手
取
り
最
大
化
実
践
メ
ニ
ュ
ー
の

拡
充
お
よ
び
県
内
水
平
展
開
の
実
践

県
内
全
Ｊ
Ａ
に
モ
デ
ル
経
営
体
を
設
置
し
、確

立
さ
れ
た
営
農
技
術
の
提
案
・
実
証
を
行
い
、管

内
生
産
者
へ
の
普
及
推
進
を
は
か
り
ま
す
。ま
た
、

県
内
に
水
平
展
開
し
農
家
所
得
増
大
に
向
け
た

支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
． Ｇ
Ａ
Ｐ
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

推
進

県
・
関
係
機
関
・
関
係
部
門
と
連
携
し
て
次
の

取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

（
１
）Ｇ
Ａ
Ｐ

国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
支
援
と
県
版
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
普
及
推
進
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）ス
マ
ー
ト
農
業

ス
マ
ー
ト
農
業
は
近
年
、
生
産
現
場
で
の
省
力

化
・
低
コ
ス
ト
化
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
と
大

き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
分
野
で
す
。
営
農
支
援
部

に
お
い
て
も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
係
る
最
新
技
術

の
実
証
・
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

４
． 食
の
安
全
・
安
心
を
担
保
す
る
取
り
組

み
の
継
続

食
の
安
全・安
心
を
担
保
す
る
各
種
分
析・検
査

（
残
留
農
薬
、放
射
性
物
質
、D
N
A
な
ど
）を
実

施
し
、土
壌
分
析
結
果
に
基
づ
い
た
施
肥
指
導
を

行
い
ま
す
。

今
後
更
に
、多
様
化
す
る
組
合
員
お
よ
び
会
員

Ｊ
Ａ
か
ら
の
要
望
に
対
応
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
の
経

営
基
盤
強
化
や
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

私たちが営農支援部です！

ＪＡ全農いわてでは、第45回
ＪＡ岩手県大会決議にもとづく
『「農家組合員の所得
増大と農業生産の拡大」へのさ
らなる挑戦』に向けた最重点施
策の実践を目的として、平成３１
年度4月より、「営農支援部」を新
たに設置しました。

↢↥⠪ߣ౒ߦᅗ㑵すࠆ
༡ㄘᡰេㇱߩᵴേ࠻࡯ࡐ࡝ࠍ

TRY

༡ㄘᡰេ
࠻࡯ࡐ࡝ 〝

営
農
支
援
部
〞が

　
　
　
　
　
仲
間
入
り
！

〝
営
農
支
援
部
〞が

　
　
　
　
　
仲
間
入
り
！

よろしく
お願いします！

■
営
農
支
援
部

　
岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町

　
流
通
セ
ン
タ
ー
南
２
丁
目
５
番
２
号

　
営
農
支
援
課

℡（
０
１
９
）６
０
１-

２
９
１
６

　
営
農
技
術
課

℡（
０
１
９
）６
３
８-

６
９
８
２

■
県
北
駐
在

　
岩
手
県
岩
手
郡
岩
手
町
大
字
五
日
市
12-

60-

２

℡（
０
１
９
５
）６
２-

３
６
３
１

■
県
南
駐
在

　
岩
手
県
奥
州
市
江
刺
田
原
字
深
沢
５-

60

℡（
０
１
９
７
）２
８-

３
８
５
５

連
絡
先

営農支援課営農技術課

営
農
支
援
部

県
北
駐
在

県
南
駐
在
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女
優
の
ん
さ
ん
が
、純
情
産
地
い
わ
て
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
本
県
農
畜
産
物
の
販
売
促
進

を
強
化
し
て
い
く
た
め
、「
純
情
産
地
い
わ
て  

の

ん
宣
伝
本
部
長
」に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

の
ん
さ
ん
は
、4
月
2
日（
火
）盛
岡
市
内
で

開
か
れ
た
認
定
式
に
、運
営
委
員
会 

久
保
憲

夫
会
長
、J
A
新
い
わ
て
女
性
部 

髙
橋
弘
美
会

長
、本
会  

畠
山
俊
彰
県
本
部
長
ら
と
と
も
に
出

席
。久
保
会
長
か
ら
の
ん
さ
ん
へ
、委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

の
ん
さ
ん
は
、「『
私
の
身
体
は
岩
手
の
食
材

で
で
き
て
い
る
』と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。地
元
民
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
、『
純

情
産
地
い
わ
て
』の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

の
ん
さ
ん
の
、純
情
産
地
い
わ
て
宣
伝
本
部

お米をイメージした衣装で登場

久保会長（左）から委嘱状を受け取るのんさん

のんさん×JA新いわて女性部のコラボCM撮影も行われました

「純情産地いわて
のん宣伝本部長」
認定式
平成31年4月2日（火）
純情産地いわて宣伝本部長「のん」さん
認定式・CM撮影

vol
6

長
へ
の
任
命
は
今
回
で
3
期
目
。昨
年
は「
純
情
産
地
い

わ
て
30
周
年 

躍
進
大
会
」や「
純
情
産
地
い
わ
て
30
周

年 

C
M
」へ
の
出
演
、「
純
情
産
地
い
わ
て
30
周
年 

感
謝

祭
」へ
の
コ
メ
ン
ト
出
演
な
ど
、〝
純
情
産
地
い
わ
て
〞を

大
い
に
P
R
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
は

各
品
目
ご
と
の
ポ
ス
タ
ー
や
、ロ
ー
カ
ル
局
で
の
テ
レ
ビ

C
M
等
へ
の
出
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。認
定
式
後
は
早

速
、J
A
新
い
わ
て
女
性
部
の
方
々
と
共
に
、「
ひ
っ
つ
み
」

「
お
に
ぎ
り
」を
作
る
C
M
撮
影
に
挑
み
ま
し
た
。の
ん

さ
ん
と
J
A
新
い
わ
て
女
性
部
の
コ
ラ
ボ
C
M
は
、今
年

の
7
月
か
ら
放
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く

だ
さ
い
。

JA全農いわてのJA全農いわての全農いわての

純情人純情人
じゅん じょう びと

入会後、約1か月間のJA研修を終え、
それぞれの部署へ配属されました。
今年度、この9人が新たに仲間入りです!!

新入職員編

❶出身地　❷趣味・特技　❸好きな言葉
❹入会前、感じていた“全農”のイメージは?
❺社会人としての意気込み

井
いのうえ

上 恭
きょうのすけ

之介
[営農支援部　営農技術課]

❶盛岡市
❷趣味：将棋、ゲーム、映
画・海外ドラマ鑑賞、ラン
ニング
　特技：料理（腕を磨くべ
く、気に入った料理本な
どを見て勉強しています）
❸ 「お茶」
　お茶しようと言われるだけで元気がでます。
❹入会前は全農に対して、「農業資材の流通や営農支
援を主に行っている組織」というイメージを持ってい
ました。また、卓球のスポンサーとしてテレビでよく
見かけるという印象も持っていました。
❺知識を蓄えるだけではなく、それを活かして結果を
残せる職員となれるように励んでいきます。

毛
け づ か

塚 雅
ま さ と

人
[管理部　総合企画課]

❶花巻市
❷スノーボード
❸  「謙虚」
　常に向上心を持ってい
たいからです。
❹農業を通して、岩手の地
域社会を盛り上げている組織だと感じていました。
❺新人らしく、元気に頑張りたいと思います。よろしく
お願い致します。

千
ち ば

葉 健
け ん た

太
[生産資材部　肥料資材課]

❶盛岡市
❷野球・サッカー観戦
❸  「恥をかかずに強くなれ
ると思うな」
　人間はどうしても失敗し
てしまいますが、この言葉
は失敗に直面した時に前向きにしてくれるからです。
❹本会は、協同組合で利益追求を第１の目標とせず、
組合員の暮らしを豊かにすることを目標に取り組ん
でいると感じました。また、農業に関わる幅広い分野
で事業を行っていることや、日本のみならず世界規
模でも事業展開を行っていることがイメージとして
残っています。
❺社会人として、「同じ失敗を繰り返さないこと」「悩みを１
人で抱えないこと」「分からないことは質問すること」が
特に重要だと思うので、これらを心掛けたいと思います。

山
やまがみ

上 大
ひ ろ む

夢
[畜産酪農部　畜産統括課]

❶盛岡市
❷野球
❸ 「努力は嘘をつかない」
　漫画『ダイヤのＡ』の好
きなキャラクター、結城
の言葉だからです。
❹消費者と生産者をつなぐ仕事というイメージを持っ
ていました。
❺失敗することもあると思いますが、精一杯頑張り
ます。

皆
みなかわ

川 宇
た か き

希
[畜産酪農部　畜産販売課]

❶一関市　花泉町
❷剣道
❸ 「努力」
　自分に足りないものだ
からです。
❹農業の商社で、主に生産
者から出荷して頂いた農産物を消費者に販売して
いるイメージを持っていました。
❺初心を忘れずに頑張ります。

杉
すぎうら

浦 紀
き ほ

穂
[園芸部　生産販売課]

❶紫波町
❷歌を聞くこと、絵を描くこ
と、サボテン観察
❸  「克己心」
　私は流されやすいので、
1番の敵は自分自身、常
に己に打ち克つ心を持って頑張ります。
❹入会前の全農は、いつの間にか側にいる存在でし
た。肥料袋に全農、子牛市場にも全農、お茶にも全
農と至る所に全農が関わっていることに気がつきま
した。
❺新人の特権である、「わからないことは何でも聞く」
ということを実行し疑問を無くしていきたいです。多
くの方々にご迷惑をおかけすると思いますが、一生
懸命頑張りますのでよろしくお願いします。

奥
おくだいら

平 真
ま お

生
[畜産酪農部　酪農課]

❶雫石町
❷趣味：走ること、旅行、毎
朝牛乳を飲むこと

　特技：書道
❸ 「time waits for no 
one」

　何事も後悔しないように生きようと思える言葉だか
らです。
❹経営理念の通り、生産者と消費者を繋ぐ架け橋に
なっているというイメージが強かったです。また、日
本の農業を支える重要な役割を担っている組織だと
思っていました。

❺まだ社会人として未熟者なので、情報収集をして知
識をつける等、日々精一杯業務に励みたいと思いま
す。よろしくお願いします。

倉
くらなり

成 孝
たかひと

人
[畜産酪農部　和牛登録室]

❶奥州市
❷趣味：スポーツ観戦（特
に野球が好き）
　特技：バドミントン（小学
４年生から大学４年生
までやってました）
❸ 「当たり前のことをバカにせず、ちゃんとやる」
　高校時代の恩師の言葉。当たり前のことを継続する
ことは、思っている以上に難しいからです。
❹入会前のイメージは、背広を着てずっとデスクワーク
をしているイメージが強かったです。しかし、入会し
て４月10日（水）までの体験で、現場での作業も多
いと感じました。
❺全農グループの経営理念である「生産者と消費者を
安心で結ぶ架け橋」になるように、頑張ります。

三
み う ら

浦 昇
しょうご

吾
[畜産酪農部　家畜市場課]

❶岩手町　沼宮内
❷身体を動かすこと、音楽
鑑賞

❸ 「感謝」
　沢山の人に感謝の気持
ちを忘れず持つことは、
社会人になっても大切なことだと思うからです。

❹「農家の方々を支える活動をする組織」というイメー
ジを持っていました。
❺周囲の環境に慣れ、一つ一つしっかりと仕事を覚え
ていくところから頑張っていきます。よろしくお願い
します。
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　あっという間に４月が終わってしまいました。５月は田植えの時期ですので、その様子を来月号
でお伝えできたらと思います。お楽しみに！　　　　　　　　　　　　　　　　　   （井戸川）

先月発行しました「クラーラ」4月号に誤りがありました。
裏表紙「平成31年度 県本部部署連絡先一覧」
（誤）遠野農機センター　遠野市松崎町白石25-24-1　（正）遠野農機センター　遠野市松崎町白岩25-24-1
読者の皆様ならびに関係各位にご迷惑をおかけしましたことをお詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。

JA全農いわては、純情産地いわてのイメージアップと本県農畜産物の販売促進を強化していくため、女優のんさんを「純情産地いわて　
のん宣伝本部長」に任命しました。
4月2日（火）盛岡市内で開いた認定式に、運営委員会 久保憲夫会長、JA新いわて女性部 髙橋弘美会長、本会 畠山俊彰県本部長ら

が出席し、久保会長がのんさんへ委嘱状を手渡しま
した。
久保会長は「『純情産地いわてと言えば、のんさ

ん』という印象が浸透している。のんさんの力を借り、
更なる純情産地いわてのＰＲに繋げていきたい」と
今後の期待を語りました。のんさんとＪＡ新いわて女
性部のコラボＣＭ撮影を控えた髙橋会長は、「のんさ
んやJA新いわて女性部のメンバーとともに、岩手県
産農畜産物の魅力を伝えていきたい」と話しました。
のんさんへの任命は2017年から始まり、今回で

３期目。今後、純情産地いわてに関する各種イベント
の参加、各品目ごとのポスターやテレビCM等への
出演を予定しています。

●「純情産地いわて　のん宣伝本部長」３期目就任！
平成31年4月2日（火）

「純情産地いわて　のん宣伝本部長」認定式

久保会長（左から2番目）、髙橋会長（左）、畠山本部長（右）とともに

県産農畜産物の魅力が詰まった「純情体操」を披露

楽しみながら県産米の品種を覚えることができます

ＪＡ全農いわては、3/30（土）～3/31（日）の２日間、岩手県産業文化センターアピ
オで開催された“わんだふぉーパーク2019”で、岩手県産米のＰＲを目的に、ブースを
出展しました。
ブースでは、2018いわて純情むすめによる「あわせてポン」や輪投げ大会を行い、来
場者へ「金色の風」「銀河のしずく」のパックごはんセットをプレゼントしました。「あわ
せてポン」とは、カードに書かれた岩手県産米品種の絵柄を、お客様といわて純情むす
めの両者が一斉に出して合わせるゲームのこと。挑戦した子どもたちはカードが揃う
と、県産米の名前を口にして喜びを見せていました。2
日間とも行列ができるほど多くの方が来場し、用意し
ていたパックごはんを全て提供することができました。
また、ステージでは「２０１８いわて純情むすめ」に

よる『純情体操』を披露し、子どもたちを中心に、多く
の観客者に県産農畜産物の魅力をPRすることができ
ました。
２日間の来場者数は約25,863人。昨年より3,883
名が多く来場し、大きな賑わいを見せました。

●岩手県産米と「純情体操」をＰＲ
平成3１年3月30日（土）～31日（日）

わんだふぉ～パーク2019

NEWS WIDE ANGLE

JAグループは、東京国際フォー
ラムにて「第13回JAグループ国産
農畜産物商談会」を開催しました。
この商談会は国産農畜産物や加
工品などの販売チャンネルの拡大
を目的に、全国の出展者が商品を
持ちより、今後の販売取引につなげ
る取り組みの1つとして実施してい
ます。
岩手県からは、JAおおふなと管

内の「ひころいちファーム」、JAいわ
て花巻管内の「宮守川上流生産組
合」「早池峰フーズ」など、8ブース
が出展。各バイヤーへ試食や美味
しい料理方法の紹介を行うなど、
積極的に自分たちの産品をPRしま
した。ＪＡいわて平泉管内の「農事
組合法人門崎ファーム」は出展者
プレゼンテーションとして、「門崎め
だか米（特別栽培米）」の紹介も行
いました。
今回の商談会の来場者数（食品

スーパー、生協、外食・中食、食品
卸、食品メーカーなど）は2日間で
5,034人。参加した出展者は、多く
のバイヤーとの商談やアドバイスを
活かして、今後も6次産業化商品を
PRしてまいります。

ＪＡ全農いわては、社会貢献活動の一環として公益財
団法人ＡＦＳ日本協会を通じて、留学生のホストファミ
リーに対して県産ひとめぼれを提供しています。今年度、
新たに１名の留学生が来日したということで、３月２７日
（水）に留学生が来所してくださいました。
来所した留学生は、平成３１年３月に来日したばかりの

レオナさん（オーストリア出身）。
レオナさんは八幡平市内のホストファミリーのもとで暮
らし、高校に通学中です。「朝ごはんに必ずお米を食べて
いる」と笑顔で語り、岩手での生活に期待を寄せました。
今後もＪＡ全農いわてでは、留学生に支援米を提供し、

日本での生活をサポートしてまいります。

ニュースワイドアングル

平成31年3月12日（火）、13日（水）

平成31年3月27日（水）

第13回JAグループ国産農畜産物商談会

ＡＦＳ留学生来所

●目指せ販路拡大！6次産業化商品をPR

●留学生受入家庭へ支援米支援

留学生のレオナさん（右から２番目）

バイヤーへ、その場で商品の説明をします

試食・試飲を行い、味を知ってもらいます

ニュースワイドアングル
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■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。




